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4．室 内 空 気 汚 染

図4　ホルムアルデヒドあるいは酢酸蒸気の日本画顔料への影響
 （試料製作協力：株式会社絵画保存研究所）

劣化促進試験前の試料 ホルムアルデヒドに曝露後 酢酸蒸気に曝露後
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白色に変色

図2　コンクリートから発生するアルカリ性物質による油絵の褐変
アマニ油を塗布したキャンバス コンクリート打設後半年の地下通路に2週間曝露後

図3　アンモニアによる緑青の青変
ろ紙に画材の緑青（天然）を塗布したもの 密閉容器内でアンモニア蒸気に曝露後

図5　絵はがきへの各種ガス曝露後の変化
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図1　カビあとから発生する茶褐色のしみ

表1　室内汚染物質（ガス状）の種類、発生源と影響

化学物質 発生源 影響を受ける材質

アンモニア
コンクリート・水
性塗料・微生物

油絵の褐変（図2）、
緑青の青変（図3）

ギ酸・酢酸
ベニヤ・木材・接
着剤

金属腐食、鉛丹変色

アルデヒド類 ベニヤ・メラミン 膠の硬化

オゾン 電気器具 有機物脆化

炭酸ガス 観客、微生物 高湿度下で鉛丹変色

含硫黄化合物 ゴムカーペット 銀の変色

Ⅰ．室内空気汚染の基礎知識　　　　

1．室内汚染物質の種類と発生源、その影響
　室内汚染物質を形態で分類すると、中心に核を持つ粒子状物質と、核を持たないガ
ス状物質に分けられる。
　粒子状物質には塵埃（土、砂、繊維物、毛、皮膚片など）、灰、花粉、カビ、細菌、煙、
ウィルス、水道水のミネラル分が結晶化したもの、海水の飛沫（海塩粒子と呼ぶ）な
どがある。粉塵は表面を汚損するだけではなく、大気汚染物質や室内汚染物質を吸
着して金属の腐食や絵画材料の変色を引き起こし、またカビの胞子を含む場合も多
く、絵画表面の粉塵を中心にカビ菌糸が成長し、その代謝物が化学変化を起こして絵

画表面にしみ（フォクシングと
呼ぶ。鉄を原因とするフォクシン

グもある）を生じ変色すること
も多い（図1）。海塩粒子は吸湿
性で、青銅にとってはブロンズ
病を引き起こす恐ろしい劣化要
因である。
　ガス状の室内汚染物質の種類、
発生源、及び文化財への影響を
表1に示す。アンモニアや酢酸
は、高濃度にならないと人体に
影響しないが、文化財に対して

る。たとえば、日本画材料の鉛
丹はホルムアルデヒドやギ酸の
影響で白色に、酢酸の影響で黒
色に変色する（図4）。印刷用イ
ンクはアンモニアや酢酸等の影
響を受けて赤色が容易に脱色す
る（図5）。大気中には多種の汚
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お取り扱いは

刊行にあたって
東京文化財研究所長　亀井伸雄　　

　現在わが国の博物館、美術館等の数は四千を超える。これら多くの博物館等で文化財が広く公開されることは、わが国のみならず世界
の文化の向上に資するところ大であり、大変重要かつ喜ばしいことである。しかし、文化財の公開・活用と維持・保存とを両立するためには、
個々の文化財の物的な特性に応じた取り扱いと展示環境や収蔵環境に関する的確な知識が必要とされる。この点で学芸員の果たすべき役
割は大きいものがあるが、種々の困難な状況の中で日々苦労されているのが実情と思われる。
　こうしたことから、東京文化財研究所では全国の博物館、美術館等で保存を担当している学芸員を対象に、保存科学の基礎と実行上の
諸問題についての知識を習得してもらうための研修会を行っている。本研修会は昭和59年（1984）に始められたもので、これまでに研修
修了生は600名以上を数え、修了生の多くは第一線で活躍している。
　ところで、近年大学における学芸員の資格認定において、保存科学に関する基礎知識を習得することの重要性が認識されるようになった。
そして、平成21年４月30日に博物館法施行規則が改正され（平成24年４月より施行予定）、博物館学に関する科目として新たに博物館資
料保存論の2単位が必要科目とされるにいたった。
　博物館資料保存論のねらいは、博物館における資料の保存及び展示・収蔵環境を科学的に捉え、資料保存を良好な状態で行っていくた
めの必要な知識を習得することを通じて、資料保存に関する基礎的能力を養うことである。博物館資料の保存環境の内容としては、資料
保存の諸条件とその影響（温湿度、光、振動、大気等）、生物被害と IPM（総合的有害生物管理）、災害の防止と対策（火災、地震、水害、盗難等）、
伝統的保存方法、収蔵、展示等の保存環境などが含まれている。こうした博物館資料保存論で扱う項目の多くは、現在東京文化財研究所
が行っている博物館、美術館等の保存担当学芸員研修の講義内容に含まれている。
　そこで、本テキストは、学芸員資格取得をめざす学生にとって副教材になるように、上記の研修内容から保存環境等に関わる部分を抜
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